
添付資料：復興交流パーク体制図

○仙台市中心部商店街を「東北復興交流パーク」と位置づけ、東北の観光や産業の復興を支援する拠点を整備し、東北各地の観光PR、物産販売など
　を集中的に実施する。
○既存の「仙台なびっく」と連携し一体的な事業展開を図ることにより、2館体制で、中心部商店街の更なる賑わいを創出するとともに東北の復興支援を
　中心部商店街全体で面的に推進する。
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フロア名（呼称名）

東北ろっけんパーク１F （東北ろっけんパーク）
東北ろっけんパーク２F　チャレンジショップ

催事名 東北ろっけんパーク３F　創業スクエア

（中心部商店街情報ステーション）

東北復興交流パークプログラム

東北復興交流ツインステーション

「なびっく」は”ナビゲートする”の「なび」
と中心部９商店街の”９＝く”を意図した
造語。

「ろっけん」は東北”６県”
欧文表記「Rockenpark」の「Rock」は６

県の復興を”岩のような固い結束”で
臨む、を含意。

一番町四丁目商店街内
（青葉区一番町四丁目４－３５
　東北三菱自動車CARRO）

クリスロード商店街内
（青葉区中央二丁目５－８
　旧東京スター銀行）

東北復興交流パーク
（中心部商店街全体）
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